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感染症発生動向調査における全国年間罹患数推計の

ための定点設計
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目的　感染症発生動向調査について，流行の早期把握とトレンド把握の目的を損なわず，感染症

の全国年間罹患数の推計を可能とするための定点設計を提案した。

方法　感染症発生動向調査における1997年の定点別年間報告数と1993～1997年の都道府県別定点

あたり年間報告数を主な基礎資料とした。対象疾患は小児科定点15疾患，インフルエンザ定

点1疾患，眼科定点3疾患，性感染症定点5疾患とした。定点種別ごとに，総定点数とし

て，現行基準，1997年現在の定点数，および，それに一定数ずつ増加した定点数の計5ケー

スを設定した。各ケースごとに，管轄人口に応じた保健所への定点数の配分方法を定めた。

個々の定点が無作為に選定されることを前提とした上で，5ケースの中から全国年間罹患数

の標準誤差率が基準値未満となるものを選んだ。なお，基準値は小児科定点とインフルエン

ザ定点では5％，眼科定点と性感染症定点では10％とした。その標準誤差率は1993～1997年

の各年次・各対象疾患などごとに，基礎資料に基づいて流行状況と年間罹患数の医療施設間

差を想定した上で試算した。

成績　全国年間罹患数の標準誤差率が基準を満たしかつ総定点数が最も少ないケースは，小児科

定点3,000，インフルエンザ定点5,000（小児科は小児科定点3,000および内科2,000），眼科定

点605，性感染症定点900であった。

結論　全国年間罹患数の推計を可能とする感染症発生動向調査の総定点数とその保健所への配分

方法を提案した。
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